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空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
施
設
の
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
六
年
五
月
一
日
に
日
米
両
政
府
間
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
以

下
、
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
言
う
。
）
に
お
い
て
は
、
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛
行
場
へ
の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
し
、

「
恒
常
的
な
空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
の
二
国
間
の
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
、
恒
常
的
な
施
設

を
二
〇
〇
九
年
七
月
又
は
そ
の
後
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
選
定
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。こ

の
点
に
関
し
、
本
年
四
月
二
一
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
二
分
科
会
で
、
私
（
平
岡
）
が
「
岩
国
及
び
そ
の

近
郊
に
は
空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
施
設
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
施
設
）
を
建
設
す
る
こ
と
は
な
い
、
こ
れ
は
現
時
点
だ
け
で
は
な
く
て

将
来
に
わ
た
っ
て
も
そ
う
だ
と
。
」
と
確
認
す
る
旨
の
質
問
を
し
た
の
に
対
し
、
浜
田
防
衛
大
臣
は
、
「
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
そ
れ
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
本
件
に
関
し
、
以
下
の
通
り
、
質
問
す
る
。

一

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
「
二
国
間
の
枠
組
み
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
が
で
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
枠
組
み

の
名
称
、
構
成
メ
ン
バ
ー
、
検
討
の
経
緯
と
内
容
等
を
聞
く
。

一



二

浜
田
防
衛
大
臣
は
、
同
分
科
会
で
、
「
現
時
点
で
幾
つ
か
の
候
補
地
を
選
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
と
す
る

と
、
ま
だ
確
実
に
選
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
二
国
間
の
枠
組
み
」
に
お
け
る
検
討
の
今

後
の
見
通
し
如
何
。
い
つ
頃
検
討
結
果
が
出
せ
そ
う
な
の
か
。

三

「
現
在
、
沖
合
い
移
設
後
の
岩
国
飛
行
場
（
滑
走
路
）
に
、
低
騒
音
の
空
母
艦
載
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
等
）
用
の
訓
練
施
設

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
か
。
事
実
と
す
る
と
、
そ
の
整
備
の
進
捗
状
況
及
び
完
成
見

通
し
如
何
。

四

低
騒
音
の
空
母
艦
載
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
等
）
用
の
離
発
着
訓
練
施
設
と
空
母
艦
載
ジ
ェ
ッ
ト
機
用
の
離
発
着
訓
練
施
設

は
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
違
い
を
示
さ
れ
た
い
。

五

低
騒
音
の
空
母
艦
載
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
等
）
用
の
離
発
着
訓
練
施
設
を
、
空
母
艦
載
ジ
ェ
ッ
ト
機
用
の
離
発
着
訓
練
施
設

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
可
能
な
の
か
。

六

政
府
は
、
岩
国
飛
行
場
に
整
備
さ
れ
る
低
騒
音
の
空
母
艦
載
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
等
）
用
の
離
発
着
訓
練
施
設
を
、
「
空
母

艦
載
機
離
発
着
訓
練
の
た
め
の
恒
常
的
な
訓
練
施
設
の
特
定
」
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
九
日
日
米
同
盟：

未
来
の
た
め
の

変
革
と
再
編
）
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
空
母
艦
載
ジ
ェ
ッ
ト
機
用
の
離
発
着
訓
練
施
設
と
し
て
使
用
す
る
つ
も
り
で
は
な
い

二



の
か
。

七

政
府
は
、
上
記
六
の
よ
う
な
運
用
を
通
じ
て
、
岩
国
飛
行
場
を
「
空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
の
た
め
の
恒
常
的
な
訓
練
施

設
」
に
特
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


